
市町村空き家活用事例No.６ （桜川市）

Befor After

【名称】入野地区特定空家解体工事

効果工事等の概要従前の課題

近隣住民の安全確保、
地域の景観改善

略式代執行
特定空家解体工事一式
延べ床面積49.59㎡
家屋解体（基礎部分残置）、
発生材の運搬及び処分等

確認できる公的書類が存在せず、
建物所有者が不明。
通学路に隣接し、建物の倒壊及び
部材飛散の恐れがあり危険。

【施工地】桜川市入野【概算工事費】1,155千円 【市町村補助額】577千円 3



4

市町村空き家活用事例No.６の補足情報

令和７年度事業期間

1,155千円a.全体事業費（見積額
等）

1,155千円b.解体等に要した
費用

1,155千円c.交付対象限度額

577千円d.国費

0円e.所有者等
（間接補助の場合のみ）


